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今回の連携計画では「交通安全」をメインテーマに設定しましたが、
本演習参加者は「神戸市西区事故による死者数半減」を目標に掲げ
ました。そこで特に「交差点で事故が多発していること」「通勤時間や
帰宅時間に事故が増加している」「前方不注意による追突事故が多
い」「信号機のない横断歩道における車の一時停止率が低い
（30.6％）」という諸点に注目し、その克服を課題としました。

本コンテストへの参加を通じて、学生が成長した点、身に付けた点は
２つあります。
第一に、コミュニケーションスキルの向上です。グループワークやフィー
ルドワーク、そして他大学学生とのプレゼン・コンテスト等を通じて、コ
ロナ禍にもかかわらず他者との濃密な対話を重ねることで、コミュニ
ケーションスキルは格段に向上したと思われます。その中には自分自
身の弱点を把握できたという成果も含まれます。
第二に、地域の現状を深く学ぶことができたということです。特に
フィールドワークにおいて地域の現状を見聞きし、それをベースにアイ
デアを練り上げた経験は貴重な「ガクチカ」となりました。

最終プレゼン資料

本連携企画の中での学生の役割は、主体的に警察の取り組みを考え、交通事故を減らす政策を検討することにありま
した。神戸西警察署にとっては、日ごろ警察業務に接する機会のない学生による斬新な提案を得る機会となりました。
学生目線での交通安全対策に寄与するものと思われます。

経済学部・公務員試験特別演習は本学の公務員試験対策プログラムの一環として1年次後期から4年次前期まで連続
して開講されているもので、受講生は公務員を目指しています。本演習では狭義の試験対策のみならず、面接対策や
現職公務員による講義等を通じてリアルな公務員像や仕事内容を深く学び各自のモチベーションを高めるようなプログ
ラムも提供しています。2年次後期に開講される特別演習Ⅲでは社会共創活動に参加することを授業の中心に据え、
面接試験時に必要とされる「ガクチカ」の経験を積み、コミュニケーションスキルを向上させることを目的としています。

経済学部
経済学科
准教授
村上友章(ムラカミトモアキ)

<専門・担当科目等>
公務員特別演習Ⅲ

本計画は流通科学大学経済学部の授業クラスおよびゼミと、神戸西警察署交通第1課とが連携し、特に公務員(特に
公安職)を目指す学生が地元警察と連携企画を実施するものです。交通安全(アイズ運動など)につながるポスターや
パンフレット、デジタル教材/ゲーム作成、調査などに取り組みました。その中で公務員特別演習Ⅲ（2名参加）では、参
加者が西警察署を訪問し、交通第1課の職員方から交通事故の様々なケースについて講義を受け、それを踏まえて交
通事故を減らすための様々なアイデアを提案しました。

兵庫県警察・西警察署
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西警察署（ホームページから引用）




